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地学用がな漢字変換辞書の作成

佐藤岱生･村田泰章･青木光

TaiseiSAT0･YasuakiMURA砒･MitsukoA0KI

はじめに

子(地質情報解析室)

RIPS(ResearchInformationProcessingSystem:工業

技術院共同利用研究庸報処理システム)における日本語処理

の地学用がな漢字変換辞書を作成した.その手順や経

緯･考え方･問題点等を述べ今後似たようだ問題が生

じた時に参照していただくために記録として残してお

きたい.

昨今のコンピュｰタの発展はすさまじいぱかりであ

る一地質調査所でコンピュｰタを使用Lた標本管理

システムGEMSが動きだしたのはつい12年ほど前の

1975年である.その時は漢字を主体とした日本語の

使用だと思いも寄らないことであった･日本語タイプ

ライタとも言えるワｰプロが普及しだしたのもここ数

年のことである.地質調査所で最初のワｰプロの報告

書原稿が提出されたのは1982年のことで地域地質研究

報告書:信濃池田地域の地質(1983)であろう･

かな漢字変換方式の日本語処理をしていくには熟語

とその読み方を対応させた巨大なかな漢字変換辞書があ

ってこそ可能とたる.特に地球科学関係では山や

川の名前等を含む地名が基本的に重要な用語である･

標本産地地層名岩体名構造帯名異常帯名等共は

地名を冠して命名される･また岩石名や地質現象に

関する用語も一般辞書に期待することはできたい.標

本管理や文献庸報用のデｰタベｰスだげでたく鉱物資

源デｰタベｰス･岩石分析値デｰタベｰス･火山デｰタ

ベｰス･地震デｰタベｰス等々の開発中あるいは開発の

予想されるデｰタベｰスのためにも地学用かた漢字変

換辞書を作成することは重要な課題であることがわか

る.

地質情報解析室がこの仕事に取り掛かったのは次の

ようだ経緯による.地質調査所では資料室が担当し

て地質文献目録を年単位で発行してきた.この地質文

献目録を計算機にデｰタをためこむことによって作成す

ることは単に印刷物を作るだけで危くデｰタベｰスか

らキｰワｰドによって検索が可能になるという点で非常

に意義のあることである･地質情報解析室は1985年

7月の発足早々に資料室より申し入れがあって地質文

献デｰタベｰス(GEOLIS;村田泰章1986:日本地質文献

デｰタベｰスGEOLISのシステム開発について)の構築につ

いて協議した｡入力件数･入力項目･検索のやりか

た･インデックスタｰムの取り方だどを検討するたかで

かな漢字変換効率によって文献入力のスピｰドが大きく

規制されることが認識された.地学用かた漢字変換辞

書の作成については｢全所的に必要なものだから地質

情報解析室が……｣ということであった.地質情報解

析室は研究都門として発足したばかりだったし予算

も人手もたかったが引き受けることにした･文献入

力数が多くだりユｰザｰにとって便利にたることを期

待したのである｡

この辞書は当面はRIPSの日本語機能の中で使われ

次のようだ用途に必要である.

地球科学関係の文献すなわちGEOLIS入力

地質標本デｰタベｰスヘの標本産地等の入力

研究論文や地質図幅作成等のODM機能使用

PFDを利用した日本語デｰタ作成

本地学用がな漢字変換辞書の開発は富士通の機器を

使用したのでJEFコｰドで行われた.しかしJEF

拡張漢字を除けばJISコｰドヘの変換も容易たので将

来はパソコンやワｰプロでの地学用がな漢字変換辞書と

しての用途も開けるかもしれない.

R旺Sにおける日本語処理

RIPSの富士通M-380を使用した日本語機能としては

種共のものがある･日本語の研究論文を書くたどのた

めのワｰプロ機能を持つODM(OfficeDocmentMana

ger:文書処理システム)があるほか日本語デｰタの編集

のために日本語PFD(Progra皿n1ingFaci1ityforDisplay

users)がある.このPFDでデｰタベｰスに登録す

るためのデｰタを作成することもできる･またユｰ

ザプログラムと日本語辞書とのインタフェｰスも用意さ

れていてGEOLIS(日本地質文献デｰタベｰスシステム)

等で使用されている｡

これらの日本語処理におげるかな漢字変換や文法解析

のためにRIPSにはいくつかの辞書が登録されている.
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策1図地学用がな漢字変換辞書作成の流れ
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例えぼODM･PFDで使用する一般用語辞書RIPS専

用のプログラムの上でのみ使用できる氏名･住所変換辞

書そして漢字一文字の読み方を記憶した辞書たどであ

る｡その辞書一つ一つは数万語という内容の膨大たも

のであるが一般的な用語が多く専門用語については

私用辞書を作成して各自で対応するという環境にある･

専門用語を多用する文書作成には私用辞書あるいは専門

用語群毯二が不可欠である.

RIPSでは都道府県名･郡名･市町村名までの地名

はかた漢字変換されるが地学関係で頻繁に使われる大

字小字名や山川の名前は辞書に入っていたい.

作業の流れ

作業はまずかたと漢字が対応した適当な文献を探す

ところから始まった(第1図).文献名や用語の選択に

ついては後で述べる.

デｰタの入力作業はFACOM6658(WDS)をRIPS

の端末としてではたくロｰカルのワｰプロとして使用し

た.かだと対応する漢字を一対にした一覧表をワｰプ

ロのファイルとして幾つか作成する.

こうして作成したファイノレをRIPSのODMのファ

イルに転送し結合してひとつのファイルとする.こ

1987年6月号

のODMファイルをプログラムで編集可能たプログラ

ム編集ファイルに変換しさらに読みの順番にソｰトし

て重複しているものを削除してソｰトファイルを作成す

る.このファイルからチェックリストを出力してデ

ｰタのチェックと修正を行った.修正は元のODMフ

ァイルに対して行う.修正がすんだら再びファイル変

換をしてチェックリストを出力して修正すべき所が無い

ことを確かめる･次にソｰトファイルを0DM･PFD

の私用辞書として使用するODM･PFD用辞書とGEOLIS

用辞書の2つの形式の辞書に変換する.

この方式で分県地図索引から山川湖名と平凡杜地学

事典から地質用語の入力をおこなった.この約5000

語を入力した辞書が出来たところで地質調査所のおも

だったところへ案内を出した･1986年1月末頃で開

始から約3ヵ月かかっている･時間はほとんどが文

献からの用語の抜出Lと入力にかかっておりプログラ

ムの作成に数目を要したほかはファイルの変換は1-

2時間で終了する.

この段階で種々のアドバイスによって文部省制定の

｢学術用語集｣からの入力の必要性を感じたとともに

日常使っていたから一般辞書には出てこない単語がたく

さんあることに気が付いた･たとえば｢三鉱学会･

地質図幅･演旨｣のたぐいである･このような用語は�
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ワｰプロ等の私用辞書から拾うことにした.

再び地学用かた漢字変換辞書作成の流れ(第1図)の

最初に戻る･次に入力した古今書院地学辞典全3巻以

降はODMの辞書参照コマンド｢SHOW｣を用いて

斑入力チェックを行いだからファイルヘの書込みを行っ

た･したがってデｰタ入力作業はODMのワｰプロ機

能を使用して行われた.

人名については姓名とその読みが対になりLかも

重複が無いようだ適当な文献がたかった.また学会

名簿等では重複が多く大量のデｰタにたることが予想

された･そこで工技院筑波研究センタｰの電話番号

簿用のファイルから姓と名前をそれぞれ一語とし編

集して重複をはぶいた.

1986年11月に合計25,000語の入力を終わったので

第2図の様た案内を所内各部とおもだった使用老に出し

た･1987年2月には国土地理院発行のr図名索引｣

からの入力も終了した･蛇足ではあるがODMおよ

びPFDでの本かた漢字変換辞書の使用方法を第3区お

よび第4剛こ示す.

PFD■ODM使用の皆さんへ

1986.ユエ.工4.

地質情報解析室

地学用語辞書の試験公開について

日本語処理のために,昨年から試験的に公開しておりま

した地学用語群書を5000語から約25000語に拡充

しました.内訳は,地球科学用語約ユ1000語,山川角

約8500語,地名約5500語です.下記によりご利用

ください.

地学用語辞書ファイル名

一G0216.CHIGAKU.JISHO,

PFDの場合

日本語EDITに入り,コマンド行で皿

出てきたメニュｰで,上記辞書名を指定する.PF3

(END)でメニュｰを抜け,ED五丁画面に戻る.

ODMの場合

EDIT画面直前のメニュｰで.私用辞書名の所に上

記辞書ファイル名を指定する.

準拠文献

辞書にはどのようた用語が必要かを広く衆知を集

めて検討を行うほうが良かったのであろうがそのよう

た時間が無かった.GEOLISの入力開始に間に合せる

ために緊急に作成する必要があった.

始めに用語を選ぶ元となった文献を入力に使用した

順に挙げておく.

分県地図索引(人文杜昭和60年度版)

平凡杜地学事典(増補改訂版)

古今書院地学辞典(全3巻)

文部省学術用語集地学編(丸善)

ワｰプロの私用辞書

工技院筑波研究センタｰ電話番号簿

(昭和61年1月版)

図名索引(国土地理院昭和52･56年度版)

たどである.ただし工技院筑波研究セン

タｰ電話番号簿はRIPS上のデｰタファイ

ルを編集して使用したので従来の印刷物と

して連想される文献とは少六異なるかもしれ

ない.

地名について

すでに述べたように地球科学では地名が

この辞書は,資料室で入力中の地学文献デｰタベｰス

(GEOLIS)にも使用されております.必要な熟語や

お気付きの点は,情報解析室蟹(3642)佐藤岱生

までご連絡ください.一応の締め切りを12月!5日と

させていただきます.

第2図1986年11月中旬の案内

入力開始から約1年で登録語数は約25,OOO語

である.ファイル名とPFD･ODMでの辞

書指定方法を示している.入力開始3ヵ月目

の最初に作成した辞書に比べると登録語数は約

5倍に増えた.

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一く

辞書メニ且一〉一一一

コマンド===〉

辞書のデｰタセット名を捲定して下さい｡

単語辞書

デｰタセット名===〉1G0216.CHIGAku.JISH0'

デｰタセット名===>

標準辞書を連結==･〉1(1一する｡2一しない)

漢字辞書

デｰタセット名===>

デｰタセット名===〉

標準辞書を連結===〉ユ(ユｰする｡2一しない)

第3図PFDでの辞書指定メニュｰ

デｰタセット名の所に第2図の辞書ファイル名を書く.
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非常に重要である.地層名や岩体名は地名を頭に付

けて命名される.また鉱物や化石の産地は地名が

最も重要た情報の一つである1ここでは分県地図か

ら自然地名を中心に入力した.

分県地図索引には自然地名として山岳･峠･山脈･

山地･高地･高原･台地･丘陵･平野･盆地･渓谷･峡

谷･濠布･河川･湖沼･半島･岬･鼻･砂浜･砂丘･松

原･海岸･湾･港･島･諸島･海･海峡･水道･岩礁･

浅瀬･岩のかたと漢字が県図の位置とともに記載され

ている.分県地図には人文杜のものと国際地学協会の

ものがあるが人文杜の方が収録数が多く｢山｣や

｢川｣の字にもかたが付いていて都合が良かった.

｢山｣はヤマ･サゾ･ザン･セン等｢川｣はカワ･

カワ等と読まれるのでそこまでのかたが必要であるが

多くの地図索引ではこの部分を省略している.

用語としては山川等の付いたものと山川等を付けた

いものの両方を収録した(第5図).｢山･川･岳･湖

･岬･湾｣等の付かたい語は町村や字を表わす行政地

名にたると考えた･また｢十和田カルデラ｣のよう

に地学用語として｢湖｣等を略して使われる場合も多

い.｢甲武信ケ岳｣r白糸ノ滝｣のような場合はrケ岳｣

｢ノ滝｣を削除した.削除した結果漢字1文字にた

るものおよび普通名詞にたるものは収録したかった.

槍ケ岳･燕岳･監獄岩･二本岩等がその例である.

分県地図索引に記載されている文字やかなに疑問があ

る時は地図の上で場所や文字を確かめ他の地名辞典

等の文献にあたる･索引と地図上の文字が異たる場合

は索引のミスであると考えた･最終的には5万分の1

地形図のふりがたで確かめた例もある.このやり方で

は疑問に思わだい物はチェックてきたい.特に川

が｢カワ｣と読まれるのか｢カワ｣たのか｢山｣が

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一<環境定義
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テ)カイナ)
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テ='カ“イサ､､)

テ)カ“モリ

ナ)カ“〕カ“っ

テ)ヰ

テ)キコウ

テコキュウ

テ)キョウキ“

テコキョクタ“イ

チコキガイ

テコキス“

テ)キ“コ

テ)芋“)サ“)

テコク“

テ)ク“イラ

テ)ク“イラヤマ

テ)ク“ウ三'“

テ)ク“ウラ“サコ

テコフ“カ“モリ

ナ)ク“クラ

テ)ク“クラヤマ

テニ'ク“スモウトリ

デ⊃ク“スモウトリヤマ

テ)ク“セキ

テコク“セキサ“二'

テ)ク“タ“イラ

テコク“ヌ“ケ

テコク“タ“テ

テ)ク“タ“ナヤマ

テコク“ハラ

テ)ク“ハラヤマ

テ)ク“ハ“テ

テ⊃ク“ハ“ラ

ナ)ク“ハ“ラヤ?

テ⊃ク“モI｣

転位性

転位双晶

転位点

転移点

転位面

展開

展開図

転回点

添加脈

損間

てん間状

堰間状

天蓋山

天ケ森

天顔川

天気

天泣

天球

転鏡儀

点極大

天気界

天気図

天銀

天銀山

天狗

天狗石

天狗石山

天狗寺

天狗寺山

天狗森

天狗倉

天狗倉山

天狗角力取

天狗角力取山

天狗石

天狗石山

天狗平

天狗岳

天狗棚

天狗棚山

天狗原

天狗原山

天狗鼻

天狗原

天狗原山

天狗森

第5図地学用かな漢字変換辞書ファイルの一部

ここでは地名が多い.山･森･川等を付

けたものと付けないものの両方を登録してい

る.｢テソグイシヤマ･テソグセキザソ｣

｢テソグハラヤマ･テソグパラヤマ｣等の読

みの違いも登録したげれぼならない.

>一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

辞書名単語(基本)===>'PPl.FDMS.JDICTLI8'

パスワｰド===〉

単語(私用)===〉'G0216-CH1GAκu.JISHO^

パスワｰド===〉

漢字===〉'PPユ.F州S.kDICTLIB･

パスワｰド===〉

テキストマクロ

ライブラリ名===〉F洲SSAVE.MACR0

メンバ名

パスワｰド

文書デｰタ

自動退避機能

退避ファイル名

表示形式

ぺ一ジ形式

===〉

��

二==〉ユ(1:動作2:停止)

===>｢DMSSAVE.ALL

===〉2(工1編集2:清書)

===〉2(ユ1措定あり21指定なし)

第4図ODMでの辞書指定メニュ

噌語(私用)辞書の欄に

第2図の辞書ファイル名を

書く.

1987年6月号�
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｢ヤマ･サゾ･ザン･セン｣のいずれたのかはあまり

正確ではたい.

後に国土地理院発行の｢標準地名集(自然地名)｣の

存在を知ったが再チェックはしたかった.しかし

一部比較Lてみたところでは分県地図索引のミスと思

われる読みがしばしば見られた.標準地名集は国土

地理院と海上保安庁水路部の間で地形図や海図で使用

する地名を統一するために協議して合意されたものが記

載されている.

国土地理院では5万分の1地形図等の作成のために

地名の読みを地元の白治体に問い合わせているが地元

でも呼び方が一定しておらず変化することがしぽLぽ

あるという･漢字に引かれて呼び方が変わる例は札

幌市のr月寒｣が｢ツキサップ｣から｢ツキサム｣に変

わった事や白馬村(ハクハムラ)に引かれて白馬岳

(シ回ウマダヶ)までrハクバ｣と呼ぶ人が増えている事

を見るまでもたい.

ここに挙げたようた例は同じ漢字列に対して複数の

かたの読みを入れておけば良いのかもしれたい.そう

すればかた漢字変換用辞書としての機能はより広く

果たせる.Lかしそれでは誤解にもとずく読み方

を訂正する機会も失うことになりはしないか｡大いに

悩むところである.もっとも地名について責任を持

っているのは国土地理院で自然地名行政地名に分け

て計算機ファイルを作成して作業をすすめている･

国土地理院発行の地形図類の図名は適当な地名から

名前を付けている･しかしその名前には字名やあま

り高くたい山名を採用している場合がある.そこで

国土地理院発行の図名索引からも2.5万分の1･5万分の

1･20万分の1の図名を入力することとした.これまで

入力した山川名やRIPSの市町村名とは20-25房が

重複したい.

地球科学用語

地球科学用語は平凡杜地学事典･古今書院地学辞典

･文部省学術用語集地学編の順に入力したが用語の選

び方は一様ではたい.

最初に一入力Lた平凡杜地学事典では用語をできるだ

け短い単位で選んだ.すなわち1)地名地層名は

採用したい.2)鉱物名鉱石名は重要度の高いもの

に限定する.3)地球科学用語は原則として漢字2

-3文字の熟語を採用する.だとの基準で選択した.

たとえば｢地層･地層圧･地層学･地層面｣は選択し

たが｢地層傾斜検層･地層水･地層単位･地層同定･

地層累重･地層累重の法則｣はこの段階では選択して

チス“地図

チス“カ“ク地図学

チス“トウエイホウ地図投影法

チセィセ)地性線

チセキス“地籍図

チセ相リ地勢根尻

チセ神リサ“コ地勢根尻山

チソウ地層

チソウ地槽

チソウアツ地層圧

手ソウカ“ク地層学

チソウケ伯巾ケ)ソウ地層傾斜検層

チソゥスィ地層水

チソウタ)イ地層単位

チソゥト“ウディ地層同定

チソウメ)地層面

チソウlLイう“ユウ地層累重

チソゥル約“ユゥノホゥソク地層累重の法則

チタィコゥソ“ウ地体構造

チ9イ〕ウソ“ウチョツカ“ク地体構造地質学

チタィコゥソ“ウ｡)地体構造論

チタィリョク地耐カ

テ州⊃トウ知多半島

チ")知多湾

チ2“イ地合

搬“コケ)地団研

チチュゥォ)卜“地中温度

チチュゥヵイ地中海

チチュウカイラ牟地中海式

チチュゥスィ地中水

チチュウリョウイヰ地中領域

チチョウ地調

チチョゥヶ“ツがウ地調月報

チチイ知々井

チチイ三ザキ知々井岬

チチオ･父鬼

チチオ=カ“ワ父鬼川

チチカ“ヨ=父ケ谷

チ拘帆マ父島

手約“マレ四トウ父島列島

チチブ“カ“ウラ秩父ケ浦

第6図地学用がな漢字変換辞書ファイルの一部

r地層｣の前後､r地層累重の法則｣のよう

な長い熟語やr地調･地調月報｣のようだ用語

も登録した.

いたい(第6図).

古今書院の地学辞典全3巻では長い熟語を主体とし

て入力した･地層名やr塩原動物群･佐川造山運動｣

のような固有名詞を冠した熟語も入力した.地層名･

火成岩の岩体名等の用語は後に平凡杜地学事典からも

入力した.

選択した熟語は事典に直接マｰクを付けマｰクに従

って入力する.この場合辞書順に並んだ言葉の頭の

ほうからだけ採用するならば問題は無いのだが頭に無

い熟語も採用したげれぼたらたい.たとえばr赤石

裂線｣｢有明花粉群｣という用語があった場合｢裂線｣

｢花粉群｣だけでは事典に記載がない.｢累重･岩

体･軽石層｣等も見出し語としては無い.しかしこ

れらの熟語もがな漢字変換には必要である｡このよう

に複合語の二番目以降の辞書順に並んでいたい用語を

採用Lた場合は重複をチェックする必要がある.

入力作業は上記のようにして選択された用語とその
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第7図

本文訂正

圧力形受信器圧力型受信器

外型雌型外形雌型

genti一七aisaisekibutugenti一七aise艮且bu七u

han6-kankeihannδ一kankei

kai[sai〕kai[sei]

kaitei一七aise女i砥七ikaitei一七aiseki七己i

kakeki-gun[sy一コkaseki-gun[sy一]

歡��条湫慳�条�

keisitu-keugan良eisi七u-ke七ugan

keity6sekis五七ukei七yδsi七u

Kenyr一一rui匡enry一一rui

ku七yトhδsyan6一七aηkδ㎞七yトhδsyanδ一七ankδ

menso-k5sime口sin-kosi

炉過器炉がJISコｰドに無い.

沢速炉がJ工Sコｰドに無い.

ry-su七u-dosyaryδr苅syu七u-dosyaryδ

saikたesyδ[一sayδコs砒essyδ[一sayδ]

卡楹��楓�特��椀

青石綿青石綿

自然砂沢井涙がJISコｰドに無い.

層層注入層々注入

｡yδ一｡ekk･i㎎…yδ一sek艮･i9･･

七a七uki七auki

tihyδ一tyoryoryi七ihyδ一七yory石

地質判続地質判読

�潺���畩�潺���畩

yon㎞tu一ろkδshi㎞七u一δkδ

y砒δ{ryokyuy泓δ{ryoku

穩歩�楢�穩歩�楢慮

文部省学術用語集地学編の疑問点

これは文部省にお知らせしたリストの写であ

る､地学愛好老に早く情報が伝わることを願

ってあえて掲載する.日本語がかなのみで書

かれた用語はチェックしていない.

読みを対応させた一覧表をワｰプロ(WDS)で作成す

る､出来た一覧表はRIPSへ転送して辞書に変換す

る･山川名と平凡杜地学事典の入力が終わった段階で

第1図の手順に従って辞書に変換した.ここで辞書に

変換してしまうのはとりあえず作成した小さた辞書で

その後の入力における重複をチェックするために必要だ

からである.このようにするとRIPSのワｰプロ機

能であるODM中のSHOWコマンドによって辞書の内

容を見ることが出来て既に登録した熟語を再び入力し

だいで済む･また短い熟語は長い熟語の一部とたっ

ていることが多いためにより長い熟語を入力する場合

に変換効率が上がることもねらいのひとつである.

古今書院の地学辞典では当用漢字に無い漢字はかた

書きするという原則がある･また鉱物名はカタカナ

1987年6月号

で書いている･しかしこのかた漢字変換辞書ではカ

ナはほとんど漢字に置き換えた.たとえばカクセソ

岩相を角閃岩相カコウ岩は花嵩岩角レキ岩は角礫岩

とした.

文部省学術用語集地学編は｢複雑･難解な学術用語

を整理･統一する｣目的を持って昭和24年から検討を

始め昭和57年に制定された地学の学術用語を収録したも

のである.ここでは標準的に使用される用語として

特に注意深く入力した.｢花こう岩･斑れい岩･隆起さ

んご礁｣等のかな文字を含む熟語はもらさず入力した･

したがってこのかな漢字変換辞書にはr花嵩岩｣も

｢花こう岩｣も登録されている.

私達が普通に使っている言葉で標準的な辞書にない

ものがかなりあると考えられる.前述の｢三鉱学会･

地質図幅･演旨｣のほかにもr岩鉱学会･地調月報･暗

灰色･淡黄色･査読｣等大限りがたい.これらの用語

は良く使いこなされているワｰプロの私用辞書から選

択するのが最も良いと考えられた.そこで曽屋龍典

氏のODM私用辞書および地質部のワｰプロ私用辞書

から用語を選択させていただいた.

人名について

人名は前述のように適当な文献が見当たらない.

一時は地質学会年会のプログラムから講演者をリスト

アップしてみたが読みを付けるのもたいへんな作業で

断念せざるを得たかった.次に思い付いたのが工技

院筑波研究センタｰの電話帳でRIPS上のファイルに

なっているものを編集して使用することにした.名前

の姓と名を切り離してJEFコｰド順に一列に並べて

重複を取る･これで何人もいた佐藤さんや鈴木さん

が1個のr佐藤･鈴木｣という漢字の熟語にたる.

これに適当に読みがなを付けたがどうしても分からな

い読み万十数件については各所の庶務係に間い合わせ

た.地球科学のうえで有名な人名を選択すべきかもし

れたいが現時点ではむずかしい｡上記電話帳ファイ

ルによって地質調査所の本所の職員が1985年の時点で網

羅されているにすぎたい.

原典の疑問点

このかた漢字変換用地学辞書は過度の厳密性は追及

していたい.すたわち常識的であると言うことで

前述のように名前の読み方も常識に従って付けたにすぎ

たい･しかし刊行されている辞典類のことにたると

針の先ほどのことでも取り上げたくたる.�
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座藤･村田･青木

第8図

r地名地学用語読み

方辞典｣の一部

地学用がな漢字変換辞書

に登録された熟語の漢字か

らその読みを探す逆引き辞

典である.冊子体で利用

する.

分県地図の自然地名索

引についてはすでに述

べたので省略するとして

平凡杜の地学事典には気

が付くようなミスは見付

けられたかった.ただ

｢熔岩･熔結凝灰岩｣の

ように｢熔｣の字を使用

している.ここでは

｢溶岩･溶結凝灰岩｣の

ように｢溶｣の字を使う

ものと両方を登録した.

古今書院の地学辞典に

はごくわずかではある

がミスプリントと思われ

るものがある.例えば

第]I巻237ぺ一ジの｢自

動酸化｣が｢自動酸化｣

に394ぺ一ジの｢同生団

塊｣が｢同生田魂｣にた

っている.また｢しん

せいこうしよう｣の様に

｢よ｣が｢よ｣になって

いるものが幾つかある.

几u刀

ユ4鳳来湖

鳳鳳1｣

鳳風｣｣花商皆

鳳胤1｣阿部川断層

�

㌀

]部

口11八角

凹地

固郎

山戸

山戸川

川水山地

山石川

出羽

出羽

出羽山地

出羽川

汕来山

出屋敷

山屋敷1峠

し1』砂

山砂鳥

山前沢

舳.島

山雲岳

山雲鉱地

山雲層群

1｣廠

出森山

凸1ユη割れ口

凸斜面

凸部

西島

西漢嘱群

鰍肯港

函館湾

刃部

月形類

刃切

刃切山

刃石器

刃状転位

刃物ケ1碕

刃物ケ1崎山

刈込

刈込湖

刈田

刈田

刈田岳

刈田岳

刈安

ホウライコ

ホウオウザ“)

ホウオウサ“)カコウカ“)

亦ウオウサ“⊃アベ“カ“ワタ“;:'ソウ

オウニュウカク

オウチ

オウフ“

テ“ト“

テ“ト“カ“っ

イス“三サゴチ

イス“うカ“ワ

イス､､バ

テ“つ

テ､､･ワサ)チ

イズ“ハカ“ワ

ナ“ギザ“)

テ“ヤシキ

テ“ヤラキトウケ“

イチ“ス才

イチ“スナう“マ

テ“マエサワ

テ“ラ“マ

イス“ヲマ

イス“モタ“ケ

イス“モホ“⊃チ

イス“モソウク“)

イチ“モリ

イテ“モリヤマ

テ“]ホ“〕｢〕しクチ

トツラ中メニ'

トツフ“

ハコ9“ケ

ハコフ“チソウク“)

ハコ9“テコウ

ハコタ“テワ)

トウケ引レr

ツル‡リ

ツ1しキリヤマ

シ“:'セ･リ牛

ハウ“ヨウテ)イ

ハモ)カ“サキ

ハモ:'カ“サ手ヤマ

カリコミ

ヵリコミコ

カ･"

カリタ

カリタタ“ケ

カリタタ“ケ

カリヤス

文部省学術用語集地学編で気付いた疑問点は第7図

のとおりである.この図はすでに丸善経由で文部省

にお知らせしたものの控えで文部省がしかるべき処置

を行うものと思う･にもかかわらずあえてここに紹

介したのは地学に興味を持っている方刈こできるだけ

早く情報をお伝えLたいからである.

この学術用語集は読み方が訓令式のロｰマ字で示さ

れているのでミスプリントを発見Lにくく校正ミス

㌲

刈安山

川歴

刈屋川

刈寄

刈春山

刈場

刈場山

切口=1獺

切込

切込砂利

切込炭

切込湖

切山し

切目

切目川

切副奇

切羽

切取り

切取り斜蘭

切面

切1峰面

切峰面図

切版

切断山脚

切雲

切雲谷

切頭

分予

分子化合物

分子容

分子結合

分子磁化郡

分子熱

分化

分化作用

分化指数

分化鉱床

分化言覚

分永界

分圧

分布

分布様式

分光

分光分析

分光光度計

分光器

分1妓

分岐砂噛

分岐脈

分岐遊化

分別

分別f乍用

分別結掃

分別結晶作用

分別編山作用

カリヤスヤマ

カリヤ

カリやカ“ワ

カリヨセ

カリヨセヤマ

カリハ“

カリハ“ヤマ

セツ〕ウ屹イ

キリコ三

キリコ三ラ“†リ

キリ〕三タ)

キリコ三コ

ヰリタ“う

牛リメ

キリメカ“ワ

辛リメサ“キ

キリハ

キリトリ

キリトリラ†メ)

セツメ)

セリホoウメ)

セリ赤oウメ)ス“

セツタ“)

セツタ“)サコキ巾ク

キリモ

キリモ9“ニ

セリトウ

フ“コラ

フ“)うカ〕“ウフ“ツ

.フ“)三'ヨウ

フ､､:'ラケツコ“ウ

フ“)ラシ“カI｣ツ

フ“)ラネツ

フ“)カ

フ“コカサヨウ

フ“)カラスウ

フ“='カコウうヨウ

フ“)カセツ

フ“)スイカイ

フ“二'アツ

フ“)フo

フ“)フoヨウラ牛

フ“:'〕ウ

フ“)コウフ“)セキ

フ“ココウコウト“ケイ

フ“)コウキ

フ“コキ

フ“コキサコ

フ“二'キ三†ク

フ“)キ三':'カ

フ“コヘ“ツ

フ“コヘ“ツサヨウ

フ“コヘ“ツケッうヨウ

フ“コヘ“ツケ･リラ…1ウサヨゥ

フ“)へ“ツラヨウラユツサヨウ

と思われる｡また和英が第1都英和が第2部とた

っているがミスは両方の対応する所でまったく同じで

ある.これは活字を拾った時に生じるミスではなく

おそらくどちらか一方を電算機に入力して他方を計算

機処理によって作成したものと考えられる.はじめに

一方を作成した時のミスが他方に引き継がれたものと

想像される.とはいえこのような電算機処理の試み

は今後ますます推し進められるべきであろう.
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漢掌J亙Sコｰドについて

本州最東端の岬はどこですか?小中学生むけのクイ

ズだが答えは岩手県宮古市のr鰭ケ崎(とどがさき)｣

である.このことは広辞苑にも記載されているが

このr鰭｣の字がJISコｰドに無い･

文部省学術用語集では当用漢字以外の漢字の使用を

ごくわずかに限って認めている･その中にr炉｣の字

が含まれており｢炉過器･炉遠･自然砂浜井｣に使わ

れている.ただし文部省学術用語集の化学編では

｢ろ遇〔炉遇〕｣のように書かれている.

JISコｰドあるいはその富士通企画版であるJEFコｰ

ドには｢炉･濾･濾｣とも在るのに｢炉｣はないが

r櫨｣をr炉｣と書くだらr濾｣をr炉｣と書いても良

いような気がする.ちたみに｢瞳｣の字の｢盧｣は

｢ろ｣という音を表わしているが｢戸｣には｢ろ｣の

音はたく単なる記号としての役割しか無いようにおも

う.｢炉｣はJIS第1水準でありJIS第2水準には

｢棟･斑戸･鎮｣の文字がある｡どのようた理由で｢炉｣

が採用されたかったのであろうか.

もっと困ったことは鉱山や鉱床学で使われるr鑓

(ひ)｣と鉱物学で使われるr楯(せつ)｣の字が無いこと

である.r鑓｣は｢鑓押･鑓先･鑓の内･鑓肌｣等に

｢楯｣は｢楯石･橘面･両糖体｣のように使われる.

JISを決めた国語学老の視野が狭いのか変た文字を使

う地質屋がへそ曲りたのかいずれにLても興味深いこ

とである｡

また斑糠岩の欄の字も｢栃･励｣が許されるたら

ぽr栃｣と書いて良いようだ気がする･漢字は画数

の少たい方が覚え易く書き易く読み易い･さらに

活字や計算機のプリンタ用のフォントも作り易い.

JISコｰドはた虐画数の多い字が多くて画数の少な

い文字が少ないのだろうか一不思議に思う.｢花鵠

岩｣の｢嵩｣も意味が同じで発音も同じたのだから｢岡｣

で良いのではないかと言う人もいる･画数の少ない方

が何かにつけて良いと思うのだが｢花岡岩｣では感じ

が出たいだろうか.

日本語に起因する問題

目常生活で遭遇する熟語で読み方の分からないものは

それほど多くはないだろう.また辞書を手に入れる

こともむずかしくはない.ところが地名の類はそう

ではなく同じ漢字がまったく予想もつかない読み方を

されることもまれではない.

本地学用かた漢字変換辞書は熟語の読み方が分から

1987年6月号

だければ使いようがたい.使う人の思い浮かぶ読み方

でたまたま目的の漢字に変換されたときそれが正し

い読み方だと誤解される可能性は高いであろう･また

正しい読みが入っていたとしても間違いは起こり得る･

本辞書はこのような誤解から生じたり辞書の間違い

による日本語の変化に対して責任を負うものではたい.

使う人の責任にかかわる部分の方が大きいように思われ

る｡しかし本かた漢字変換辞書を使用して間違いを

見付られた方はすぐにお知らせ頂ければ幸いである.

また漢字から熟語の読みを探せるようたr地名地学

用語読み方辞典｣を作成した(地質調査所研究資料集登録

Nα31第8図).これは地学用がな漢字変換辞書のた

めに作成したファイルの並べ替えを行って熟語を漢字

の部首および画劃贋に配列して漢字からその読みを引

くようにLたものである.同じ漢字列に対して複数の

読み方があるかどうか確かめることができる･地名･

人名等の難読熟語の読みを探すのにも有効であろう･

GEOLIS入力中に地名の読み方が分からたいので苦労す

ることが多いのである.また冊子体とたっているの

で一覧性がありこの地学用かた漢字変換辞書にどのよ

うた熟語が登録されているかを読んで確かめることもで

きるだろう.熟語をどの程度の長さで切れぱよいのか

も分かって漢字変換効率を上げることもできよう｡

ちたみに本地学用かた漢字変換辞書に一登録されている

最も長い熟語は｢八方尾根超塩基性岩体｣で漢字10文

字である｡

おわリに

地学用かた漢字変換辞書を作成した途中経過とその問

に感じた問題点を書いた.この辞書に対してお気づ

きの点や要望などがあったらどんどん知らせていただき

たい.実現の努力を惜しまだい･また当面GEOLIS

に組込んで使用するほかPFD･ODMの私用辞書とし

てRIPSの利用者は断わりたLに使用することができ

る.またODMでは私用辞書を一つしか使えたいの

で時期をみてRIPSの標準辞書に組み込む方策を考え

たい.
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